
 

 

 

欧州⺠主主義の盾  

この欧州議会調査サービス（European Parliamentary Research Service）のペーパーは、欧州委員
会が近く発表するイニシアチブに関連する問題について、委員に情報を提供することを⽬的としている。欧州委
員会の正式な採択に先⽴ち、同構想を形成する可能性のある主な選択肢のうち、委員が検討したいと考え
るものに焦点を当てている。⽂書その他の情報源に基づき、執筆時点で⼊⼿可能な情報を反映している。  

このテーマに関する詳細については、欧州議会の議員および職員は機関に問い合わせることができる。  

懸案事項  
• 欧州の⺠主主義と基本的価値観に対する戦略的かつ組織的な攻撃の増加は、世界各地でシステム

としての⺠主主義に対する圧⼒が⾼まっていることを反映している。伝統的な権威主義的敵対勢⼒から
の脅威に加え、デジタル領域におけるリスクも増⼤している。   

• 提案されている欧州⺠主主義の盾は、外国からの情報操作や⼲渉に対抗し、選挙の公正さと完全性
を維持し、独⽴したメディアやジャーナリストを⽀援し、市⺠社会を保護することを⽬的としている。  

• さらに、市⺠を保護するために近年導⼊された EU のデジタル規制は、⼤企業による組織的な挑戦にま
すます直⾯している。  

• これは、当初は EU イニシアチブの重要な側⾯であった、戦略的に重要な EU のデジタル規制の施⾏に
挑戦するものであり、同時に、EU が⽀持を仰ぐことのできる⺠主的同盟者の数を減少させるものでもある。  

• ポーランドの EU 議⻑国は、⺠主主義の擁護と偽情報との闘いを広範な安全保障の傘下に置き、レジリ
エンス構築における市⺠社会の役割を強調した。デンマークの次期議⻑国は、⺠主主義のレジリエンスの
ためのメディアと⽂化の役割に明確に焦点を当て、EU の社会全体のアプローチをさらに発展させる。  

• 2024 年 12 ⽉に設置された欧州議会の「欧州⺠主主義の盾（EUDS）」特別委員会は、これまでの
活動をさらに発展させ、欧州委員会へのインプットにおいて積極的かつ⽬に⾒える役割を果たしている。
すべての政治グループを代表する唯⼀の直接選挙機関である国会の EUDS の作業結果は、欧州の⺠
主主義の将来にとって、ひいては欧州のプロジェクトにとって戦略的に重要な、特別な⺠主的正当性を帯
びている。  

動向と洞察 - 欧州委員会  
2024 年 5 ⽉、欧州選挙を前に、ウルスラ・フォン・デア・ライエンは、外国の⼲渉や操作から EU の⺠主主義
と価値を守るための「欧州⺠主主義の盾」の構想を発表した。2024 年 7 ⽉ 18 ⽇に欧州議会で発表され
た彼⼥の政治指針の中で、フォン・デル・ライエン⽒は、発表された欧州の⺠主主義の盾についてさらに詳しく
説明した。その内容は、オンラインでの外国による情報操作と⼲渉（FIMI）への対抗、社会のレジリエンスと
準備態勢の強化、ファクトチェッカーの欧州ネットワーク、デジタル執⾏の強化、ディープフェイクへの対処、⾔論
の⾃由の維持と促進を含むものである。   

 
 

https://www.euronews.com/video/2024/05/14/von-der-leyen-pitches-plan-to-shield-eu-from-foreign-interference-if-re-elected
https://commission.europa.eu/document/download/e6cd4328-673c-4e7a-8683-f63ffb2cf648_en?filename=Political%20Guidelines%202024-2029_EN.pdf
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フォン・デア・ライエンの議会演説は、「外国からの⼲渉に関する・・・特別委員会からの勧告を考慮する」
（INGE と ING2）ことを約束し、「外国からの情報操作と⼲渉に対抗するための専⾨的な（EU の）組織」
（FIMI）を主張した。これは、INGE と ING2 が、FIMI との闘いにおける協⼒を促進するために、情報保全
のための欧州センターを求めていることと呼応している。  

⺠主主義の盾の防御責任は、マイケル・マクグラス⺠主主義・司法・法の⽀配・消費者保護担当委員にある。
彼のミッションレターに反映されているように、彼の⽬的は以下の通りである︓  

• 偽情報、外国による情報操作および⼲渉（FIMI）との闘いを含む、新たな欧州の⺠主主義の盾
を設置する、  

• 選挙の公正さと完全性を維持し、政治家候補を保護する、  

• 独⽴したメディアとジャーナリストをさらに⽀援・保護するための提案を実施・推進する、  

• 定期的な市⺠対話を強化し、市⺠社会、活動家、⼈権擁護者を保護するための市⺠社会プラット
フォームを構築する。  

2025 年 5 ⽉ 27 ⽇、欧州委員会は、欧州委員会の政治指針に沿って、ファクトチェッカーの欧州ネットワー
クの成⻑を⽀援するための 500万ユーロの提案募集を開始した。  

マクグラス⽒は、ヘンナ・ヴィルクネン副委員⻑（技術主権・安全保障・⺠主主義担当委員）の直属であり、
同委員は、EU のデジタル規制の迅速な施⾏と、デジタル領域を含む「複雑化する安全保障上の脅威」（ハ
イブリッド脅威やサイバー脅威、重要インフラへの攻撃、外国による情報操作や⼲渉、⼈々やあらゆる種類の
政策の武器化など）への対処を任務としている。  

2024-2029年委員会の優先事項のうち、⽔平的な調整に重点を置くことを反映して、2025年1⽉7⽇、
⺠主主義に関する委員会プロジェクトグループが設置された。このプロジェクトグループには、マクグラス委員⻑
を委員⻑とする 7⼈の委員が参加し、各委員会の担当分野を横断的に調整する。2025 年 2 ⽉ 11⽇に
発表された欧州委員会の 2025 年作業計画は、「⺠主主義と選挙プロセスに対する脅威の進化する性質」
を強調し、市⺠社会を⽀援し、保護し、⼒を与えるための関与を強化することを約束した。   

欧州委員会は、当初 2025 年第 3 四半期に予定されていたものの、延期されるとの⾒⽅が⼤勢を占めてい
る関連コミュニケーションにおいて、欧州議会の勧告（下記参照）を考慮する予定である。   

欧州対外活動庁（EEAS）は、2015 年以来、欧州理事会の委任に基づき、ロシアからの偽情報に対抗
するための EU の取り組みの先頭に⽴ってきた。EEAS は欧州委員会および加盟国と協⼒し、FIMI に取り組
むための EU ツールボックスの拡⼤と微調整を⾏っている。最初の東部ストラトコム・タスクフォースはその後、EU
の南部近隣地域、⻄バルカン諸国、中国、サハラ以南のアフリカ、共通安全保障・防衛政策の下での軍事・
⽂⺠ミッションを対象とする新たなタスクフォースによって補完された。EEAS はまた、市⺠社会を含む利害関係
者間の経験、知識、分析、情報の共有を促進するプラットフォームである情報共有・分析センター（FIMI 
ISAC）の構築作業も主導している。   

戦略的コミュニケーションは、特に「EUvsDisinfo」ブランドの下での、独⽴メディアや啓発活動への⽀援と同様
に、この活動の中⼼をなすものである。これには、⽂書化された偽情報の事例 19,000 件以上（執筆時点）
のデータベースが含まれる。さらに、迅速警報システム（RAS）が、FIMI に関する他の EU 機構や加盟国と
の協⼒を促進している。フォン・デル・ライエン⽒の政治指針では、FIMI対策に重点が置かれていることが⽬⽴
つが、作業計画はもっと微妙である。カーヤ・カラス上級代表／副⼤統領宛てのミッション書簡では、ハイブリッ
ドの脅威と攻撃に対抗する取り組みの中で、FIMI に対抗する取り組みが暗黙のうちに⾔及されている。   

https://enlargement.ec.europa.eu/news/statement-european-parliament-plenary-president-ursula-von-der-leyen-candidate-second-mandate-2024-2024-07-18_en
https://www.europarl.europa.eu/doceo/document/TA-9-2023-0219_EN.pdf
https://www.europarl.europa.eu/doceo/document/TA-9-2023-0219_EN.pdf
https://commission.europa.eu/about/organisation/college-commissioners/michael-mcgrath_en
https://commission.europa.eu/about/organisation/college-commissioners/michael-mcgrath_en
https://commission.europa.eu/about/organisation/college-commissioners/michael-mcgrath_en
https://commission.europa.eu/document/download/907fd6b6-0474-47d7-99da-47007ca30d02_en?filename=Mission%20letter%20-%20McGRATH.pdf
https://enlargement.ec.europa.eu/news/commission-launches-eu5-million-call-strengthen-european-fact-checking-network-2025-05-27_en
https://commission.europa.eu/document/download/3b537594-9264-4249-a912-5b102b7b49a3_en?filename=Mission%20letter%20-%20VIRKKUNEN.pdf
https://commission.europa.eu/document/download/defd9b81-0d5a-44a7-9bd5-304daeb9ba5f_en?filename=Decision%20on%20the%20establishment%20of%20a%20Commissioners%27%20Project%20Group%20on%20Democracy.pdf
https://commission.europa.eu/publications/2025-commission-work-programme-and-annexes_en
https://commission.europa.eu/publications/2025-commission-work-programme-and-annexes_en
https://commission.europa.eu/document/download/7617998c-86e6-4a74-b33c-249e8a7938cd_en?filename=COM_2025_45_1_annexes_EN.pdf
https://www.consilium.europa.eu/media/21888/european-council-conclusions-19-20-march-2015-en.pdf
https://euvsdisinfo.eu/disinformation-cases/
https://commission.europa.eu/document/download/1fd85a66-b89a-492b-8855-89499106c1d4_en?filename=Mission%20letter%20-%20KALLAS.pdf
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なぜ欧州の⺠主主義の盾が重要なのか︖  
欧州連合条約（TEU）第 2条に概説されているように、EU の⺠主主義と価値観は、少なくとも情報空間に
おいては⼤きな圧⼒に直⾯している。2023年のユーロバロメーター調査では、回答者の 81％が、⺠主主義体
制に対する外国の⼲渉を深刻な問題としてとらえ、偽情報、ハイブリッド攻撃、選挙に対する外国の密かな影響
について懸念を表明している。このことは、政治的抑圧、偽情報、選挙紛争、権威主義の台頭の⾼まりに直⾯
する⺠主主義の衰退という世界的な傾向と呼応している。  

図 1-⺠主主義国家に住む世界⼈⼝のシェア  

 
出典出所︓Nord, M., Altman, D., Angiolillo, F., Fernandes, T., Good God, A., and Lindberg, S., 
Democracy Report 2025: 25 Years of Autocratization - Democracy Trumped? ヨーテボリ⼤学、V-Dem 
Institute。 

 

サウリ・ニーニスト前フィンランド⼤統領による 2024 年版報告書『Safer Together』は、新しい技術の可
能性によってさらに加速する、ますます巧妙化する FIMI を含む「⼤胆なハイブリッドキャンペーン」に対して、
迅速かつ機敏な対応が必要であることを強調している。同⽒は、「政治レベルでの迅速、機敏、かつ断固と
した意思決定を確保することは、包括的な準備に向けた真に社会全体および政府全体のアプローチのため
の重要な触媒となるだろう」と強調している。  

EU の⺠主主義と価値観、そしてそれを⽀える情報空間に対する体系的かつ戦略的な挑戦は、対外情報操
作・⼲渉（FIMI）に関与するロシアや中国などの外国の権威主義的国家⾏為者を含む、さまざまなアクターか
らもたらされる。2024 年の欧州選挙時だけでも、ロシアの FIMI 事例 42件が EEAS によって⽂書化されてい
る。ソーシャルメディア上の情報操作によって選挙が中⽌された最初の EU 加盟国であるルーマニアの状況は、
表現の⾃由を制限することなく選挙プロセスを⼲渉から守ることの難しいバランスをさらに浮き彫りにしている。⽶
国が最近、⺠主主義と⼈権（第⼆次世界⼤戦以来の⼤⻄洋を越えた絆の錨）の推進から遠ざかる⼀⽅、
EU の権利主導のデジタル規制モデルを攻撃している（A. Bradford, The Brussels Effect: How the 
European Union Rules the World, Oxford University Press, 2019 参照）。 

情報空間における EU の⺠主主義と価値観に対する圧⼒に対応するため、EU は⾮⽴法的・⽴法的な⼿段
を次々と開発してきた︓  

• 2020 年欧州⺠主化⾏動計画を基礎とする 2023年⺠主主義防衛パッケージ   

• EU ハイブリッド・ツールボックス   

• FIMI ツールボックス︔   

https://eur-lex.europa.eu/eli/treaty/teu_2012/art_2/oj/eng
https://eur-lex.europa.eu/eli/treaty/teu_2012/art_2/oj/eng
https://www.europarl.europa.eu/thinktank/en/document/EPRS_BRI(2020)652061
https://europa.eu/eurobarometer/surveys/detail/2971
https://europa.eu/eurobarometer/surveys/detail/2971
https://freedomhouse.org/report/freedom-world/2024/mounting-damage-flawed-elections-and-armed-conflict
https://www.eiu.com/n/campaigns/democracy-index-2024-confirmation/
https://www.v-dem.net/documents/54/v-dem_dr_2025_lowres_v1.pdf
https://www.v-dem.net/documents/54/v-dem_dr_2025_lowres_v1.pdf
https://www.v-dem.net/documents/54/v-dem_dr_2025_lowres_v1.pdf
https://commission.europa.eu/document/download/5bb2881f-9e29-42f2-8b77-8739b19d047c_en?filename=2024_Niinisto-report_Book_VF.pdf
https://www.eeas.europa.eu/sites/default/files/documents/2025/EEAS-3nd-ThreatReport-March-2025-05-Digital-HD.pdf
https://www.eeas.europa.eu/sites/default/files/documents/2025/EEAS-3nd-ThreatReport-March-2025-05-Digital-HD.pdf
https://www.eeas.europa.eu/sites/default/files/documents/2025/EEAS-3nd-ThreatReport-March-2025-05-Digital-HD.pdf
https://commission.europa.eu/strategy-and-policy/priorities-2019-2024/new-push-european-democracy/protecting-democracy_en
https://commission.europa.eu/strategy-and-policy/priorities-2019-2024/new-push-european-democracy/protecting-democracy_en
https://commission.europa.eu/strategy-and-policy/priorities-2019-2024/new-push-european-democracy/protecting-democracy_en
https://ec.europa.eu/info/law/better-regulation/have-your-say/initiatives/13730-Defending-European-democracy-Communication_en
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• FIMI に関する情報共有のための安全なプラットフォームとしてのラピッド・アラート・システム
（RAS）︔  

• デジタルサービス法（DSA）によるオンラインプラットフォームおよび検索エンジンの規制︔  

• 14 の地域ハブを持つ欧州デジタルメディア監視機関（EDMO）の活動︔  

• ディープフェイクのような⽣成的 AI による情報操作を含む、AI を規制するためのリスクベースのアプロ
ーチを定めた⼈⼯知能法︔  

• 欧州メディア⾃由法   

• 政治透明性とターゲティングに関する規制広告の︔  

• 反 SLAPP（市⺠参加に対する戦略的訴訟）指令。  

3  

EU のデジタル規制の防御は、デジタル領域における FIMIから EU の⺠主主義と市⺠を守る鍵である。EU の
情報エコシステムは、その多くが⽶国または中国を拠点とする超⼤規模オンラインプラットフォームおよび検索エ
ンジン（VLOPSE）によって⽀えられており、EU のユーザーは 4,500万⼈を超えている。2025 年 2 ⽉にミ
ュンヘンでバンス副⼤統領が繰り返した）EU の「検閲」に関するハイテク業界の話題は、2025 年 5 ⽉ 28
⽇に発表された⽶国務⻑官の声明の中で、「⽶国内で保護された表現に対する検閲に責任を負う外国⼈」
に適⽤される新しいビザ制限政策に反映された。  

EU 理事会の⾒解  
ポーランド議⻑国は 2025 年 5 ⽉ 27 ⽇の総務理事会（GAC）において、EU の⺠主主義レジリエンスの
強化に関する結論をまとめ、欧州委員会の欧州⺠主主義シールド構想に理事会の意⾒を提供した。25 の
代表団の⽀持を得たが、全会⼀致には⾄らなかった。同⽂書は、欧州委員会と上級代表者に対し、情報の
完全性を守り、FIMI キャンペーンに対抗するための後押しをするよう求めるとともに、⺠主的レジリエンスの枠
組みにおける準備と危機対応能⼒の重要な役割、表現の⾃由と情報へのアクセスの権利を強調した。本
結論⽂は、社会全体のアプローチを強調し、⺠主的レジリエンスを強化するための市⺠社会組織と資⾦提供
の重要な役割を強調している。議⻑国としての結論はまた、意思決定プロセスへの市⺠の参加を強化する必
要性を強調した。  

加盟国の⽴場と利害関係者の意⾒  
計画されている欧州⺠主主義の盾の初期段階であることから、加盟国の⽴場はまだ発展途上である。この構
想の広範な性質により、既存の優先事項に沿った側⾯に焦点を当てる柔軟性が残されている。地理的条件
や FIMI への歴史的エクスポージャーが重要な役割を果たすだけでなく、伝統的な同盟関係や歴史的条件、
最近あるいは現在進⾏中の安全保障上の課題、国内での議論も重要である。EU のデジタル規制に対する
批判は、5 ⽉ 27 ⽇の理事会結論に対するコンセンサスの⽋如に反映されているように、現在 EU の基本的
権利と価値観の遵守を迫られている加盟国の政府や著名なシンクタンクから最も顕著に現れている。FIMI に
関連する課題の多⾯的な性質は、各国の構造的アプローチの違いに反映されており、責任が異なる省庁の
下に置かれることで、実務的・運⽤的な調整に課題をもたらしている。これに加えて、制度間協⼒の必要性が
⾼まっているとの認識もあり、RAS を⼟台とした協⼒と調整の改善を求める声が⾼まっている。  

フランスは 2021 年、⺠主主義と選挙討論を守るため、外国の情報操作に対抗する機関「ヴィジヌム」を設
⽴した。フォン・デア・ライエンの政治指針は、スウェーデンの⼼理防衛局（下記参照）と並んで、EU の潜在

https://commission.europa.eu/strategy-and-policy/priorities-2019-2024/europe-fit-digital-age/digital-services-act_en
https://edmo.eu/about-us/edmo-hubs/
https://edmo.eu/about-us/edmo-hubs/
https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/policies/regulatory-framework-ai
https://commission.europa.eu/strategy-and-policy/priorities-2019-2024/new-push-european-democracy/protecting-democracy/european-media-freedom-act_en
https://eur-lex.europa.eu/EN/legal-content/summary/transparency-and-targeting-of-political-advertising.html
https://eur-lex.europa.eu/EN/legal-content/summary/transparency-and-targeting-of-political-advertising.html
https://www.europarl.europa.eu/legislative-train/theme-a-new-push-for-european-democracy/file-initiative-against-abusive-litigation-targeting-journalists-and-rights-defenders
https://www.whitehouse.gov/videos/vice-president-jd-vance-delivers-remarks-at-the-munich-security-conference/
https://www.whitehouse.gov/videos/vice-president-jd-vance-delivers-remarks-at-the-munich-security-conference/
https://br.usembassy.gov/announcement-of-a-visa-restriction-policy-targeting-foreign-nationals-who-censor-americans/
https://data.consilium.europa.eu/doc/document/ST-9463-2025-INIT/en/pdf
https://data.consilium.europa.eu/doc/document/ST-9463-2025-INIT/en/pdf
https://www.europarl.europa.eu/doceo/document/TA-9-2024-0053_EN.html
https://www.europarl.europa.eu/doceo/document/TA-9-2024-0053_EN.html
https://www.sgdsn.gouv.fr/notre-organisation/composantes/service-de-vigilance-et-protection-contre-les-ingerences-numeriques
https://www.sgdsn.gouv.fr/notre-organisation/composantes/service-de-vigilance-et-protection-contre-les-ingerences-numeriques
https://www.sgdsn.gouv.fr/notre-organisation/composantes/service-de-vigilance-et-protection-contre-les-ingerences-numeriques
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的な組織のモデルとしてヴィジヌムを挙げている。ヴィジヌムは、公共の議論に影響を与えようとする外国の秘密
ネットワークを特定し、暴露するために活動している。この国家安全保障局は、安全保障上の脅威に関する
指揮命令系統と調整の中⼼である国防・国家安全保障総局（SGDSN）内のフランス⾸相に報告する。ヴ
ィジヌムは、欧州、外務、内務、軍の各省と協⼒し、助⾔を⾏う。フランスは、OECD の DIS/MIS 情報資源
ハブの共同議⻑を⽶国と務めるなど、多国間協⼒や国際協⼒において積極的な役割を果たしている。  

スウェーデンの⼼理防衛局は国家機関である。2022 年に設⽴され、表現の⾃由と開かれた⺠主主義社会
を守りつつ、スウェーデンの⼼理的防衛、特にスウェーデンの利益を害する⽬的でスウェーデンに向けられる外部
からの情報影響⼒に関する活動の調整と発展を使命としている。同機関は、政府団体、⾃治体、地域、企
業、団体を⽀援し、レジリエンスを⾼める。ガバメントは、政府に対して、業務が適⽤法および EU の義務に従
って効果的に実施されるよう責任を負う。政府は、業務の透明性を確保し、⻑官に助⾔を与えるため、同庁
の諮問委員会を任命する。  

第2 次トランプ政権の発⾜と同時に議⻑国となったポーランドは、より広範な安全保障の傘の下で、「分極化
と急進化を抑制するための⺠主主義のレジリエンス」を優先課題のひとつに掲げた。EU の横断的な社会全体
のアプローチを反映し、これには市⺠教育や市⺠社会の強化に関する⻑期的な取り組みが含まれていた。ポ
ーランドは 2024 年 12 ⽉、外相命令によりレジリエンス評議会を設⽴した。様々な背景を持つ 22 ⼈の専
⾨家（NGOや⼤学から推薦された者）で構成される同評議会は、2025 年 4 ⽉から稼働している。政府、
⼤学、地⽅⾃治体、市⺠社会組織、企業間の協⼒のためのプラットフォームとして機能する。その⽬的は、国
際的な偽情報に対する社会のレジリエンスを構築し、対策に関する勧告を策定することである。  

EU 議⻑国であるデンマークは、2025 年から 2026 年の国連安全保障理事会の理事国であると同時に、
2025 年から 2027 年まで北極理事会の議⻑国でもあり、同国の技術外交の⼀環として、健全な情報⽣態
系に幅広いマルチステークホルダーが焦点を当てることを維持してきた。2025 年 7 ⽉から 12 ⽉のデンマーク
EU 議⻑国は、ニイニストの報告書に沿って、EU の準備連合戦略を引き続き実施する。議⻑国は、⺠主主
義的価値とレジリエンスのために⽂化が果たすより広範な社会的役割を強調し、欧州⺠主主義の盾のメディ
ア⾯でのさらなる取り組みを奨励する。⾃由で多元的かつ信頼できるメディアに加え、偽情報や外国からの⼲
渉から⺠主主義を守るための取り組みには、デジタルリテラシーの促進や、技術⼤⼿が責任を取るよう規制す
ることも含まれる。デンマークは、視聴覚メディアサービス指令などの EU 規制枠組みの更新に関する議論を促
進し、EU の国際デジタル戦略の推進に関する理事会（ ）の結論を確保することを⽬指している。11 ⽉に
はコペンハーゲンで、情報の完全性に関する会議が予定されている。  

2025 年 5 ⽉ 26⽇に終了した欧州⺠主主義の盾に関する欧州委員会の公開協議では、多くの提案がな
された。具体的な提案は以下の通り︓   

欧州放送連合（EBU）は、メディアのレジリエンスを⾼め、外部の技術やインフラへの依存を減らすために、最
⾼品質のメディアコンテンツと技術⾰新を組み合わせることを提案し、「A European Perspective」の例を
強調した。  

欧州ジャーナリスト連盟（EFJ）は、ジャーナリズムを重要なインフラとみなし、（ローカル）ニュースへのアク
セスが乏しい「ニュースの砂漠」を回避する戦略を求めた。  

⺠主主義のための欧州パートナーシップ（EPD）は、アフリカ・デジタル・デモクラシー監視団（ADDO）や
アフリカ・ファクトチェッキング・アライアンス（AFCA）を含む 66の署名団体とともに、公益のためにオンライン・プ
ラットフォームや AI を調査する研究者のセーフハーバー保護を求めた。また、偽情報や偏向を減らすための代
替オンラインプラットフォームモデルへの投資や、保護対象を候補国にも広げることも提案した。   

欧州市⺠フォーラム、トランスペアレンシー・インターナショナル EU、バルカン市⺠社会開発ネットワーク
（BCSDN）、ウクライナ市⺠イニシアチブ協会などを含む欧州および国際組織が署名した共同声明は、EU

https://www.oecd.org/en/topics/disinformation-and-misinformation.html
https://www.oecd.org/en/topics/disinformation-and-misinformation.html
https://mpf.se/psychological-defence-agency/about-us/our-mission/organisation
https://mpf.se/psychological-defence-agency/about-us/our-mission/organisation
https://www.chandlerinstitute.org/governancematters/defence-against-the-dark-arts-swedens-psychological-defence-agency#:%7E:text=Following%20a%20reorganisation%2C%20the%20government,MPF)%20was%20established%20in%202022.
https://www.chandlerinstitute.org/governancematters/defence-against-the-dark-arts-swedens-psychological-defence-agency#:%7E:text=Following%20a%20reorganisation%2C%20the%20government,MPF)%20was%20established%20in%202022.
https://polish-presidency.consilium.europa.eu/en/programme/priorities/
https://www.gov.pl/web/diplomacy/council-for-resilience-joint-initiative-by-mfa-and-civil-society-organisations-against-international-disinformation-begins-operation
https://dkonunsc.dk/
https://dkonunsc.dk/
https://dkonunsc.dk/
https://arctic-council.org/news/the-kingdom-of-denmark-presents-its-2025-2027-arctic-council-chairship-program/
https://techamb.um.dk/the-techplomacy-approach
https://techamb.um.dk/the-techplomacy-approach
https://danish-presidency.consilium.europa.eu/media/xv5jn5nx/programme-of-the-danish-eu-presidency-2025.pdf
https://danish-presidency.consilium.europa.eu/media/xv5jn5nx/programme-of-the-danish-eu-presidency-2025.pdf
https://danish-presidency.consilium.europa.eu/en/events/conference-on-mis-og-disinformation/
https://www.europeanperspective.net/home
https://www.europeanperspective.net/home
https://epd.eu/news-publications/a-new-european-shield-for-democracy-how-to-make-it-work/
https://epd.eu/news-publications/a-new-european-shield-for-democracy-how-to-make-it-work/
https://transparency.eu/wp-content/uploads/2025/04/Joint-letter-Strengthening-and-shielding-European-democracy-with-the-upcoming-MFF.pdf
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の次期⻑期予算（2027 年以降）において、市⺠・平等・権利・価値（CERV）プログラムへの財政⽀援
を強化するよう求めた。  

欧州ファクトチェック標準ネットワーク（EFCSN）は、ファクトチェッカーを⽀援し、情報の完全性を⾼めるた
めの強固なガバナンス・メカニズムを備えた協調的な資⾦戦略を促進するため、情報完全性投資基⾦（I3F）
を提案した。  

国際 IDEA は、選挙期間中の情報保全のため、ソーシャルメディアによるキャンペーンの追跡・監視を含む、
欧州における⼀時的な⽀援ハブの創設を提⾔した。  

欧州議会の役割と⽴場  
欧州議会は 2024 年 12 ⽉ 18 ⽇、ナタリー・ロワゾー（刷新、フランス）を委員⻑とする欧州⺠主主義の
盾（EUDS）に関する特別委員会の設置を議決した。これにより欧州議会は、欧州委員会の作業計画が
発表される前に作業を開始することができ、過去の外国からの⼲渉に関する特別委員会の作業（下欄参照）
を基礎とすることができた。国会の議事規則第 213 条に基づき、EUDS の任期は、国会が延⻑しない限り、
12 カ⽉に制限されている。   

過去の対外⼲渉に関する特別委員会の役割  
偽情報を含む EU のあらゆる⺠主的プロセスへの外国からの⼲渉に関する最初の特別委員会（INGE）が 2020 年に設置
されたことで、FIMI に対する EU の注⽬度が⾼まった。その任務が 2022 年に満了すると、議会は後継の ING2 を創設し、
2023 年まで運営した。2022 年 3 ⽉と 2023 年 6 ⽉にそれぞれ採択された決議において、加盟国は、外国からの⼲渉と偽
情報に取り組むための EU 共通の戦略を求めた。加盟国は、独⽴メディア、ファクト・チェッカー、研究者への⽀援を求めるととも
に、加盟国、EU 機構、EU 諸機関間の情報交換を促進・育成するためのナレッジ・ハブとして、情報インテグリティのための欧
州センターの設⽴を検討することを提案した。  

EUDS は、その職務権限に沿って、欧州委員会と EEAS の FIMI 対策活動を検証し、ハイブリッドな脅威や
攻撃に対する EU のレジリエンスを強化し、EU の法的・制度的枠組みを改善するための具体的な解決策を
提案する。同委員会は設⽴が早かったため、市⺠社会組織やメディア監視団を含む広範な専⾨家や利害
関係者に加え、他の委員会（域内市場・消費者保護委員会（IMCO）や⾃由権・司法・内務委員会
（LIBE）など）、欧州委員会および EEAS を巻き込み、議論の推進において積極的な役割を果たすことが
できる。EUDS の討論は、議会の代表者であるすべての政治的スペクトルを反映しており、表現の⾃由を含む
⺠主主義と基本的権利に対する脅威をめぐる世界的な断層が会議の中で前⾯に出てくる。  

2025 年 4 ⽉ 29⽇に発表された EUDS の作業⽂書は、独⽴したメディアと市⺠社会を強化し、サイバー脅
威とハイブリッド脅威に対する防衛を強化し、EU の近隣諸国、特に候補国が FIMI に対抗する努⼒を⽀援
することを含め、欧州の⺠主主義の盾に対外的な側⾯を加えることを求めた。また、同委員会は、先の INGE
および ING2 委員会の勧告に沿って、EU レベルの独⽴した新組織を創設することも提案した。この組織は、
欧州委員会、EEAS および欧州議会による既存の活動を基礎とする、FIMI 対策のための卓越したセンター
である。この構想は、共通安全保障・防衛政策の実施に関する 2025 年 4 ⽉ 2 ⽇の議会決議にも盛り込
まれた。EUDS の報告者は、調査結果、政策提案、勧告を盛り込んだ⾃主報告書（INI）の作成に引き
続き取り組み、2025 年 9⽉の委員会提出を⽬指す。欧州委員会は、当初 2025 年第 3四半期に予定
されている関連コミュニケーションにおいて、欧州議会の勧告を考慮することが期待されている。委員会は
2025 年 11 ⽉に報告書を採決し、2026年 1 ⽉に本会議で最終採決を⾏う予定である。  

2025 年 5 ⽉ 7⽇、欧州議会は、変化する世界における欧州連合の⻑期予算の⾒直しに関する決議を採
択し、欧州⺠主主義の盾に関連するイニシアチブに対する欧州連合予算の継続的⽀援の必要性を強調し
た。メンバーは、欧州のレジリエンスにとって、⾃由で独⽴した多元的なメディアが基本的に重要であり、「情報

https://efcsn.com/news/2025-04-04_efcsn-position-paper-information-integrity-as-a-key-objective-of-the-european-democracy-shield/
https://ec.europa.eu/info/law/better-regulation/have-your-say/initiatives/14587-European-Democracy-Shield/F3558647_en
https://www.europarl.europa.eu/doceo/document/TA-10-2024-0065_EN.html
https://www.europarl.europa.eu/committees/en/euds/home/highlights
https://www.europarl.europa.eu/doceo/document/TA-10-2024-0065_EN.html
https://www.europarl.europa.eu/doceo/document/TA-10-2024-0065_EN.html
https://www.europarl.europa.eu/doceo/document/lastrules/RULE-213_EN.html?redirect#:%7E:text=On%20a%20proposal%20from%20the,deliver%20opinions%20to%20other%20committees.
https://www.europarl.europa.eu/doceo/document/lastrules/RULE-213_EN.html?redirect#:%7E:text=On%20a%20proposal%20from%20the,deliver%20opinions%20to%20other%20committees.
https://www.europarl.europa.eu/doceo/document/TA-9-2022-0064_EN.pdf
https://www.europarl.europa.eu/doceo/document/TA-9-2023-0219_EN.pdf
https://www.europarl.europa.eu/doceo/document/EUDS-DT-771957_EN.pdf
https://www.europarl.europa.eu/doceo/document/TA-10-2025-0058_EN.html
https://commission.europa.eu/document/download/7617998c-86e6-4a74-b33c-249e8a7938cd_en?filename=COM_2025_45_1_annexes_EN.pdf
https://commission.europa.eu/document/download/7617998c-86e6-4a74-b33c-249e8a7938cd_en?filename=COM_2025_45_1_annexes_EN.pdf
https://commission.europa.eu/document/download/7617998c-86e6-4a74-b33c-249e8a7938cd_en?filename=COM_2025_45_1_annexes_EN.pdf
https://commission.europa.eu/document/download/7617998c-86e6-4a74-b33c-249e8a7938cd_en?filename=COM_2025_45_1_annexes_EN.pdf
https://www.europarl.europa.eu/doceo/document/TA-10-2025-0090_EN.pdf
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の⾃由な流れだけでなく、⺠主的な考え⽅、批判的思考、情報に基づいた意思決定を守る」ことを強調した。
欧州議会はまた、「欧州⺠主主義の盾」構想の⼀環として、偽情報、外国による情報操作、選挙⼲渉を防
ぎ、⺠主主義のレジリエンスを保証するため、「独⽴した調査報道、事実確認イニシアティブ、デジタルおよびメ
ディアリテラシー、批判的思考への投資」の重要性を強調した。  

免責および著作権  
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